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都道府県名 

へき地保健医療対策に 関する意見・ 要望等 

問 「 へき地の住民の 受療行動の把握のために 行っていることがあ りますか。 [ 複数回答 可 ) 

「．国民健康保険のレセプトの 分析 
2. 住民に対する 受療 * お 完調査 

3. その他 (   

4. 過去に行ったことがあ る (   

5. 特におこなっていない 

問 2  へき地の住民の 受療状況についてどう 考えていますか。 

「．現状のままでよい 

2. もっと市町村管内で 対応すぺきであ る ( 患者の流出が 起こっている ) 

3. 現状で十二分に 行っている 

4. その他 (   

問 3  へき地に住む 住民の受・康行動の 改善のためにどのような 対策を考えていますか。 [ 複数回答 可 ] 

「， 艇急搬ぎ ンステムの充実 

2. へき地の医療機関に 勤務する医師の 確保 

3. へき地の医療機関の 施設の拡充 

4. へき地の医療機関間の 連携の強 ィヒ 

5. へき地の医療機関に 勤務する専門職の 人事交流 

6. へき地の医療機関に 勤務する職員の 研修 

7. その他 (   

8. 特に考えていない 

問 4  貫首 防 目付 具 においては患者搬送のために 防災 ヘ りを活用していますか。 

a. 活用している 

その場合、 受 入 9% 院の医師が 患卸艇追に 同乗するシステムがあ りますか 

「．必ず 受 大病院の医師が 同乗することになっている 

2. 搬送元の医師が 同乗できないときには、 愛人病院が対応している 

3. 愛人病院の医師が 同乗するシステムはな い 

4. その他 ( 

b. 活用していない 

問 5  へき地保健医療対策の 充実のため、 へき地保健医療対策協議会を 設置していますか。 

a. あ る 年間何回開催されていますか ( 回 ) 

b. いいえ 協議会を設置しない 理由は何ですか 

「． 協 奏会で議論してもへき 地保健医療は 充実しないと 思う 

2. 協議会を設置するよりも 効果的な対策があ る 

3, 協義 会を設置する 経費がな い 

4. その他 ( 
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問 6  保健、 医療、 福祉の円滑な 連携のために 行っている、 あ るいは行うこととしていることが 

あ りますか。 [ 複数回答 可 ] 

i.  m@mfD@ 

2. 担当職員の車終会議 

3. 担当職員の人事交流 

4, 近接して施設を 設置 

5. その他 ( 具体的に     

問 7  へき地の医師確保のために 行っている事業をあ げてください。 [ 複数回答 可   

1. 自治医科大学出身者の 活用 

2. 自治医科大学以覚の 大学出身者の 活用 

3. 代診システムの 整備 

4. へき地医療に 従事する医師の 研修・生涯学習に 対する支援 

5, へき地医療に 従事する医師の 生活に対する 支援 

6, へき地医療に 従事する医師の 家族に対する 支援 

7. その他 ( ） 

問 8  第 9 次へき地保健医療計画において、 へき地医療対策を 円滑・効果的に 実施するためにへき 地 

医療支援機構 ( 以下、 掛 鶴が 設置されることとなりましたが、 貴 都道府県でぼ 設置されていますか。 

a. 設置されている b. 設置されていない 

問 9  機構に [ 甜 見当医師はおられますか、 またその医師は 専任ですか。 

a. 担当医師はおり、 専任であ る。 

b. 担当医師はいるが、 専任ではない。 

c. 担当医師はいない。 

問 10 機構を運営する 都道府県として、 市町村に対して 要望することはあ りますか。 

具体的にお書きください。 

問 Ⅱ へき地医療支援機構を 運営する上で 障害があ ればお書きください。 

問 12 へき地保健医療の 充実のため、 独自で行って し ) る 事業があ ればあ げてください。 

( 必要があ れ % 弱 緩 まっけてくださの 

問 ]3  へき地保健医療対策に 関するご意見をお 聞かせください。 ( 必要があ れ i% 赤紐をつけてくださし り 
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@@msm@¥ に関する意見・ 要望等 

問 「 住民の受療行動を 把握するために 行っていることがあ りますか。 [ 複数回答 可 ] 

「．国民建康保険のレセプトの 分析 
2. 住民に対する 受療状況調査 

3. その他 (   

4. 過去に行ったことがあ る (   

5. 特におこなっていない 

問 2  住民の管内の 医療機関に対する 受療状況についてどう 考えていますか。 

「，現状のままでよい 

2. もっと市町村管内で 対応すべきであ る ( 患者の流出が 起こっている ) 
3. 現状で十二分に 行っている 

4. その他 (   

問 3  住民の管内の 医療機関に対する 受療を増加させるためにどのような 対策を考えていますか。 

l, E 僚機関の診療体制の 充実 ( ハード面 
2. 医療機関の診療体制の 充実 ( 人的資 屋 
3. 送迎バスなどの 受診支援 

4. その他 (   

5. 特に考えていない 

問 4  管内の艇 急 医療体制についてど う 考えていますか。 

「．現状のままでよい 

2. もっと市町村管内で 対応すべきであ る ( 患者の流出が 起こっている ) 
3. 現状で十二分に 行っている 

4. そ研也 (   

問 5  管内の求お急、 医療体制を充実するためにどのような 対策を考えていますか。 

1. 管内医療機関の 診療体制の充実 

2. 近隣市町村の 医療機関との 連携システムの 構築 
3. 患者搬送車などの 受診支援 

4. その他 ( 

5. 特に考えていない 

問 6  管内の時間外の 医療体制についてどう 考えていますか。 
「．現状のままでよい 

2. もっと市町村管内で 対応すべきであ る ( 患者の流出が 起こっている ) 
3. 現状で十二分に 行っている 

4. その他 (   
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問 7  管内の時間外の 医療体制を充実するためにどのような 対策を考えていますか。 

「．管内医療機関の 診療体制の充実 
2. 近隣市町村の 医療機関との 連携システムの 構築 
3. 患者搬送車などの 受診支援 

4. その他 ( 

5, 特に考えていない 

  

問 8  住民の医療に 対するニーズを 市町村としてど う 考えていますか。 

「，もっと市町村管内で 対応してほしい ( 患者の流出が 起こっている ) 
2. 現状に特に不満はない 

3. 現状で十二分に 行っている 

4. その他 ( 

問 9  今後、 貴市町村の保健医療 ネ岳止 政策においてもっとも 充実していきたいものは 何ですか。 

1. 病気にならないために 保健政策を充実していきたい 

2. 病気になったとき、 安心してかかれるように 医療を充実していきたい 

3. 病気に倒れたとしても 安心して生活できるよ う に福祉を充実していきたい 

4, 杓 おこしなど、 地域の活性化を 進めて生きたい 
5. その他 (   

問 10  へき地の救急医療の 拡充のため、 今後優先的に 取組みを強化する 必要があ る ( また ほ 、 してほし 

の項目にはどのようなことがあ りますか。 [ 複数回答 可 ] 

1. 救急ヘリコプタ 一の活用 

2.             
3. ドウターカ一の 推進 

。 ．救急救命 "" 配 " 
5. その他 (   

問 Ⅱ 保健、 医療、 福祉の円滑 な 連携のために 行っている、 あ るいは行うこととしていることが 

あ りますか。 [ 複数回答 可 ] 

'   """""" 

2. 担当職員の連絡会議 

3. 担当職員の人事交流 

4. 近接して施設を 設置 

5. その他 ( 具体的に     

問 l2 へき地の医師確保のために 行っている事業をあ げてください。 [ 複数回答 可 ] 

1. 自治医科大学出身者の 活用 

2. 自治医科大学以覚の 大学出身者の 活用 

3. 代診システムの 整備 

4. へき地医療に 従事する医師の 研修・生涯学習に 対する支援 

5. へき地医療に 従事する医師の 生活に対する 支援 

6. へき地医療に 従事する医師の 家族に対する 支援 

フ ． そ研也 ( 
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問 13 市町村合併によるへき 地保健医療への 影響はあ りますか。 

a. あ る ( 例 : 診療所の合併・ 統合などの存続の 問題、 診療所職員の 削減、 

政策決定の独自性の 低下 篭 

具体的にお聞かせください。 

b. ない 

間 ]4 第 9 次へき地保健医療計画において、 へき地医療対策を 円滑・効果的に 実施するために 

へき地医療支援機構 ( 以下、 機構 ) が設置されましたが、 貴 都道府県の機構がどこに 設置 
されているかご 存知ですか。 

a, 知っている b. 知らない 

問 15 機構から 貴 市町村 宛に 何か信幸助く 送られてきたことがあ りますが 

ョ ． あ る b. な い 

問 l6 機構 m@V ぅ っている事業のうち、 貴 市町村で利用しているものはあ りますか。 圓。 " 。 " 

1. へき地医療拠点病院からの 医師派遣 ( 代診 ) 

2. へき地医療従事者の 派遣登録 ( 人材 フ 日の 
'. 。 " 地 " 療従 " 者。 " 。 "" 修 
4. 遠隔医療などの 各種診療支援事業 

5. 特に利用していない 

具体的な利用実績があ ればお書きください。 

問 17 へき地保健 E 療の充実のため、 独自で行っている 事業があ ればあ げてください。 

( 必要があ れ ま 続紙をつけてくださしり 

問 18  へき地保健医療対策に 関する @ 。 1 意見をお聞かせください。 ( 必要があ れ l 曲 弱旺 をつけてくださし㌧ 
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へき地診療所へのアンケート ( 診療所長あ て ) 

年齢 歳 

年 

( 様式 1 

都道府県名       
記入者名     役職名     

へき地医療の 経験年数 :  年 月 現在の施設での 勤続年数     

出身大学名     卒後     年 

1, 診療所に関する 基本情報 ( 判る範囲で記入してください ) 

Ⅰ ll ) 診療所の診療圏の 対象人口 推定 人 

氷上記の「診療圏」とは、 診療所に受診している 住民が居住する 範囲を指します。 

以下の設問も 同様の設定でお 答えください。 

2) 貴 診療所の設置主体は 下記のどれですか。 

ア ) 自治体 立 

ィ ) 公的 ( 日赤、 済生会、 厚生連、 北社協 ) 

ウ ) 公益法人 

X) 医療法人 

オ ) 個人   

力 ) その他 (   

3) 診療している 診療科は下記のどれですか ( 複数回答 可 ) 。 

ア ) 内科、 イ ) 外科、 ウ ) 整形外科、 エ ) 小児科、 オ ) 産婦人科 

力 ) 脳神経覚科、 キ ) 眼科、 ウ ) 耳鼻 い 々 こう 科 、 ケ ) 歯科、 

コ ) その他 ( )  ( )  (   

4) 貴 診療所の病床数は。 

ア ) 無床 

イ ) 有末   ) 床 

5) 実 診療 日 ( 外来 ) 診療 日 ) はⅠ週間のうち 何日ですか 

診療時間帯をご 記入ください 時 

日 

分 ～ 時 分 

 
 

6) 休日の診療体制はどうなっていますか。 

ア ) 自宅に直接電話等で 連絡をしてもらう 

イ ) 診療所の転送電話で 自宅や携帯電話に 連絡してもらい 対応 

ウ ) 休日の輪番制があ り、 輪番制の中で 対応をしている 

ェ ) その他     

オ ) 特に診療体制はない 

・診療体制がなり 理由     C 休日は地域から 離れたところにいる 

②あ まり必要がない 

③休日は休日として 過ごさせたい ( 過ごしたい ) 

④赴任時の契約による 

⑤医師 1 人で診療が可能な 体制ではない 

⑥その他 
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7) 平日の時間外の 診療体制はどうなっていますか。 

ア ) 自宅に直接電話等で 連絡をしてもらう 

イ ) 診療所の転送電話で 自宅や携帯電話に 連絡してもらい 対応 

ウ ) 夜間の輪番制があ り、 輪番制の中で 対応をしている 
ェ ) その他 (   

オ ) 特に診療体制はな い 

  診療体制がない 理由 : ①時間外は地域から 離れたところにいる 

②あ まり必要がない 

③勤務時間以外は 休養させたい ( 休養したい ) 
Q 淀 赴任時の契約による 

⑤医師「人で 診療が可能な 体制ではない 

⑥その他 

8) 勤務医師友 ぴ 歯科 E 師数 

常勤医師     名 ョ巨 常勤医師     

常勤歯科 E 師     名 非常勤歯科 E 師     

冬
毛
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9) 診療所の医師、 歯科医師以覚のスタッフの 構成を記入してください。 
看護職員 常勤 名 ョ巨 常勤 名 

事務職員 名 その他医療関係職種 (   

10) 診療所の平均的な「日覚来患者数、 及 び 時間外患者数は 何名ですか。 

Ⅰ 日 平均患者数     名 時間外患者数 月     名 

Ⅱ ) 同じ診療圏内には 貴 診療所の他にいく っ の医療機関があ りますか。 
施設 

12) 同じ診療圏内にあ る医療機関の 診療科は下記のうちどれですか ( 複数回答 可 ) 。 

複数の医療機関が 存在する場合は 、 全ての診療科目をご 記入ください。 

ア ) 内科、 イ ) 外科、 ウ ) 整形外科、 エ ) 小児科、 オ ) 産婦人科 

力 ) 脳神経覚科、 キ ) 日エ良ネ 4 、 ウ ) 耳鼻いんこう 科、 ケ ) 歯科、 

コ ) その他 ( )  ( )  (   

13) 一番近い後方病院の 診療科は下記のうちどれですか ( 複数回答 可 ) 。 

ア ) 内科、 イ ) 外科、 ウ ) 整形外科、 3:) /] 、 児科、 オ ) 産婦人科 

力 ) 脳神経覚科、 キ ) 眼科、 ウ ) 耳鼻いんこ う科 、 ケ ) 歯科、 

コ ) その他 ( )  ( )  (   

その病院までの 移動距離、 所要時間、 搬送手段をおしらせください。 

  ) ㎞ ( ) 分 (   

14) 各医療機関間の 連携において 行われていることをお 書きください ( 複数回答 可 ) 。 

ア ) 研修会の開催 



イ ) 救急輪番制への 参加 

ウ ) 休診時のパックアップ 

エ ) その他 ( )  ( )  (   

2. 貴 診療所を支援しているへき 地医療拠点病院 ( へき地中核病院もしくはへき 地医療支援 病滞は 

あ りますか。 

ア ) ない 

イ ) あ る ( 病院 名     ） 

ウ ) 計画があ る 

エ ) 上記以外の支援してくれる 病院があ る 

3. 2 で「 ( イ ) あ る」と回答された 方にお聞きします。 その病院がへき 地医療拠点病院として 
下記の ア ) ～ サ ) のうち果たしている 機能について 記号に 0 をつけ、 さらにその働きの 効果について 

お害 きください。 

ア ) 非常勤医師の 定期派遣 ①十分であ る②まずまず③不十分④効果なし 
ィ ) 非常勤医師の 随時派遣 ①十分であ る②まずまず③不十分④効果なし 

ウ ) 代診医の派遣 ①十分であ る②まずまず Q 不十分④効果なし 
x) 長期の代診 ( 産休、 療養 ①十分であ る②まずまず③不十分④効果なし 

オ ) コメディカルの 派遣 ①十分であ る②まずまず③不十分④効果なし 
力 ) へき地巡回診療 ①十分であ る②まずまず③不十分⑭ 渤渤果 なし 

キ ) 研修の受け入れ ①十分であ る②まずまず③不十分④効果なし 
ウ ) 画像転送等の 遠隔医療 ①十分であ る②まずまず③不十分④ 劫果 なし 

ケ ) 定期的な症例検討会 ①七分であ る②まずまず③不十分④効果なし 
コ ) 紹介患者の受入れ 調整 ①十分であ る②まずまず③不十分 Q 咬も果なし 

サ ) 総合的な臨床医の 育成 ①七分であ る②まずまず 月 (3 汗 十分④ 劫果 なし 

ン ) その他 (   

①十分であ る②まずまず③不十分④効果なし 

4. 診療所にとってへき 地医療拠点病院 ( へき地中核病院もしくはへき 地医療支援 痢温 が持つべき 

機能を 3 つ選んで 0 をつけ、 その 3 つのうちもっとも 重要と思われるものには⑨をつけてください。 

ア ) ョヒ 常勤医師の定期派遣 

イ ) 非常勤医師の 随時派遣 

ウ ) 代診医の派遣 

エ ) 長期の代診 ( 産休、 療養 

オ ) コメディカルの 派遣 

力 ) へき地巡回診療 

キ ) 研修の受け入れ 

ウ ) 画像転送等の 遠隔医療 

ケ ) 定期的な症例検討会 

コ ) 紹介患者の受入れ 調整 

サ ) 総合的な臨床医の 育成 

シ ) その他 ( 
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5. へき地医療拠点病院 ( へき地中核病院もしくはへき 地医療支援 病 Ⅱ ギほ ついて問題点があ れば 

下記の中からお 選 び ください ( 複数回答 可 ) 。 

ア ) 相談する窓ロとしての 責任者が決まっていない 

イ ) へき地医療支援に 対する院内の 体制が十分でない 
ウ ) 必要とされる 専門的診療科の 支援、 相談を受けられない 
ェ ) 代替医師の派遣が 十分にできない 

オ ) 距離が遠いため 実際の支援を 受けられない 

力 ) 患者の受け入れをしてもらえない 
キ ) 研修を受けることができない 

ク ) その他 (   

6. へき地医療支援機構 ( 以下、 機構 ) が設置されましたが、 貴 都道府県における 機構がどこに 設置 

されているかご 存知ですか。 

ア ) 知っている イ ) 知らない 

7. 機構の機能として 代診医の派遣や 研修会の開催などがあ りますが、 利用したことがあ りますか。 

ア ) 代診医師の派遣を 受けたことがあ る 

イ ) 研修会に参加したことがあ る 

ウ ) その他の機能を 利用した (   

エ ) 利用したことはな い 

8. 機構から 貴 診療所に何かⅠ 譲艮が 送られてきたことがあ りますか。 
ア ) あ る イ ) ない 

9. 貴 診療所の運営にとって 機構の機能は 満足のいくものですか。 
ア ) はい イ ) いいえ 

10 ・機構が円滑に 活動するための 障害にはどのようなものがあ ると思われますか。 

11. 以下の救急事例について 搬送が必要と 判断された場合、 必要な搬送時間および 年間の搬送実績 

をご回答ください。 

1) 脳卒中などの 脳血管障害 所要搬送時間 ( ) 分 年間搬送実績 ( ) ィ牛 

2) 急性心筋梗塞などの 心疾患 所要搬送時間 ( ) 分 年間搬送実績 ( K ィ牛 

3) 緊急手術が必要な 外傷患者 所要搬送時間 ( ) 今 年間搬送実績 ( ) ィ牛 

4) 専門的な判断が 必要な小児救急 所要搬送時間 ( ) 今 年間 搬 鞍櫃 ( ) ィ牛 

5) 専門的な判断が 必要な産科救急、 所要搬送時間 ( ) 分 年間搬送実績 ( )4 年 

6) 高齢者の呼吸困難、 腹 痛など 

診断がはっきりつかない 患者 所要搬送時間 ( ) 今 年間搬送実績 ( Ⅱ 牛 

12. 緊急搬送の際、 ヘリコフター 搬送 ( 航空機搬送を 含む ) を活用したことがあ りますか。 年間の利用 

回数、 そのうち診療所医師が 同乗した回数、 搬送にかかる 時間、 搬送後の医師の 帰路の交通手段、 

診療所医師が 同乗する際の 問題点 は ついて教えてください。 
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2) ヘリコプター 搬送にかかる 時間 

搬送を依頼してへりに 乗るまで 昼 ( ) 分 枝 ( ) 分 
ヘ りによる搬送時間 尽 一 ( ) 分 枝 ( ) 分 
ヘ リ 到着後、 搬送 先 到着まで 昼 一 ( ) 分 枝 ( ) 分 

3) 航空機搬送 : 年間 回 

うち診療所医師が 同乗した回数 回 

4) 航空機搬送にかか 6 時間 

搬送を依頼して 航空機に乗るまで 昼 ( ) 分 枝 ( ) 分 

航空機による 搬送時間 尽 一 ( ) 分 枝 ( ) 分 
航空機到着後、 搬送 先 到着まで 昼 ( ) 分 枝 ( ) 分 

5) 医師の帰路の 交通手段 ア ) ヘリコプター 

イ ) 公的交通手段 

ウ ) その他   

6) 医師同乗の問題点 ( 複数回答 ) ア ) その間診療所に 医師がいなくなること 

イ ) 帰りの交通手段 ウ ) その他 ⅠⅡ 

13. へき地・離島の 医療状況についてお 聞きします。 次の症例についての 診療および搬送の 実績、 
現在の医療の 状況、 今後の対応、 その場合の予算などについてお 答えください。 

P Ⅰ 0 

現在、 貴診療所で対応 理想的にはど う 対応すべきと 思われますか。 

できますか。 ( 現在の状況に 関わらずお答えください )   

ア ) 診療所で診療可能 ァ ) 常時対応すべきであ る。 

であ る。 イ ) 臨時的な対応で 十分であ る。 

イ ) 医療圏内で対応が ウ ) 対応する必要がない。 

可能であ る。 
ウ ) 医療圏内では 対応 ア ) イ ) の場合、 現状で対応が 不可能な理由を 聞 

が 不可能であ る。 かせてください。 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

a) 胃がん 

年間の症例数 

貴 診療所での 年間 例 Ⅱ ll 例 / 年 未満の場合は (  ) 例 /(  ) 年 

診療実績 

診療圏覚への 年間 例 l 例 Ⅰ 年 未満の場合は (  ) 例 /(  ) 年 

搬送実績 

胃 透視、 胃カメラ ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 
などのがん検診 ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 



検診のこ 次 検査 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

胃 がんの手術 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

術後、 退院後の ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

外来通院経過観察 ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

b) 心臓病 

年間の症例数 

貴 診療所での 年間 例 Ⅱー l 例Ⅰ 年 未満の場合は (  ) 例 /(  ) 年 

診療実績 

診療圏覚への 年間 例 Ⅰ l 例 / 年 未満の場合は (  ) 例 /(  y 年 

"""" 

外来での心電図、 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ )   ウ ) 

心 エコ一等の検査 ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

急性心筋梗塞に 対 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

する心臓 ヵ テーテ ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

ルを 用いた治療 

心筋梗塞治療後 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

( 退院後 ) の外来通 ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

院と 薬物治療 

c) 脳血管障害 

年間の症例数 
貴 診療所での 年間 例 Ⅰ l 例 / 年 未満の場合は (  ) 例 Ⅰ (  y 年 

診療実績 
診療圏覚への 年間 例 l 例 / 年 未満の場合は (  ) 例 /(  y 年 

搬送 " 積 
頭部 CT スキャン プ ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

脳出血に対する ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

関頭血腫除去手術 ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

脳出血に対する ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

竹席 庫 ( 半身不随 ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

に 対する l 」ハビリ 

前述のリハビリ 終 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

了 後、 後遺症を残 ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

した状態での 在宅 

医療と介護支援 

d) 糖尿病、 高垢面 

症などの生活習慣病 

の 長期管理 
年間の症例数 
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貴 診療所での 年間 例 Ⅰ 例 / 年 未満の場合は (  ) 例 /(  ) 年 

診療実績 

診療圏覚への 年間 例 1 例Ⅰ 年 未満の場合は (  ) 例 Ⅰ (  ) 年 

搬送実績 
胸部 X 線撮影 と血 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

液 検査による評価 ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

生活指導 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

( 運動指導を含む ) ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

乗掛 旨導 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

e) 外傷 
年間の症例数 

貴 診療所での 年間 

診療実績 
診療圏覚への 年間 

搬送 実 " 

例 「 例 Ⅰ 年 未満の場合は (  ) 例 /(  ) 年 

例 Ⅰ 例 Ⅰ 年 未満の場合は (  ) 例 /(  ) 年 

交通事故による 腹 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

腔内出血に対する ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

初期治療 ( 気道管 
理 、 輸液、 診断 笥 

脾臓破裂に対する ァ ) ィ ) ゥ ) ア ) イ ) ウ ) 

開腹 止血手術 0 人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

大腿骨骨折 ( 閉鎖 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

世に対する手術 ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

大腿骨骨折整復 術 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

術後のリハビリ ①人的資源、 ②資金、 ③その他 0   

f) 産科 

年間の分娩 数 
貴 診療所での 年間 

診療実績 

診療圏覚への 年間 

搬送実績 

例 「 例 / 年 未満の場合は (  ) 例 Ⅰ (  ) 年 

例 「 例 / 年 未満の場合は (  ) 例 Ⅰ (  ) 年 

妊婦健診 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

正常分娩の介助 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

帝王切開 術 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 
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9) /] 、 児科 

年間の症例数 

貴 診療所での 年間 例 l 例 / 年 未満の場合は (  ) 例 /(  ) 年 

診療実績 

診療圏覚への 年間 例 「 例 / 年 未満の場合は (  ) 例 Ⅰ (  y 年 

"'"" 
宰し幼 力サ 己ィ 建言 多 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

予 @ 防守 妾 ネ車 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

/N 、 児の輸液 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

判文臣 ア ) イ ) ウ ) ア ) イ ) ウ ) 

①人的資源、 ②資金、 ③その他 0 

14. 現在、 貴診療所において 以下の医療内容 ( 診療，管理 ) の実施状況についてお 答えください。 
旦 "'" 貴 診療圏において 発生したそれぞれの 健康問題のうち、 貴 診療所が対応していると 思われる割合 

(  %) をお書きください。 

①常勤医師または 常勤職員が行っている 

②非常勤医師または ョト 常勤職員が対応している 

③ 当 診療所では行っていないが、 診療圏内の他の 施設で対応している 

④ 当 診療圏内で対応している 施設はない 
貴 診療所が対応している 割合 

ア ) /N ヘリ 毛 ( 乳幼児 ) の診療 ① ② ③ ④   )% 
ィ ) 産科診療 ( 妊婦健診 ) ① ② ③ ④   )% 
ウ ) 産科診療 ( 正常分 弗 ① ② ③ ④   )% 
ェ ) 婦人科診療 ① ② ③ ④   )% 
オ ) 整形外科 言参ぢ寮 ( 慢性 期 ) ① ② ③ ④   )% 
力 ) 骨折患者の診療 ① ② ③ ④   )% 
キ ) 眼科診療 ① ② ③ ④   )% 
ク ) 耳鼻科診療 ① ② ③ ④   )% 
ケ ) 皮膚科診療 ① ② ③ ④   )% 

コ ) 救急患者の初期対応 ① ② ③ ④   払 ） 

サ ) 歯科診療 ① ② ③ ④   )% 
，ン ) 糖尿病のインスリン 導入 ① ② ③ ④   )% 
ス ) 生活習慣病の 慢性管理 ① ② ③ ④   )% 
セ ) 往診・在宅医療 ① ② ③ ④   )% 
ソ ) 栄養指導 ① ② ③ ④     Ⅰ 叫 

タ ) 運動指導 ① ② ③ ④   )% 
チ ) 予防 す妾 千重 ① ② ③ ④   Ⅰ リも 

、 刀享働児 健診 ① ② ③ ④   ) Ⅳ h 

テ ) 学校医・ 国 国 ① ② ③ ④   )% 
ト ) リハビリテーション ① ② ③ ④   )% 
ナ ) ペインクリニック ① ② ③ ④   Ⅰ甘も 
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